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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】雌型要素の中に嵌め込まれている雄型要素が外
れることに自動的に抵抗する新しい雌型流体継手要素を
提供する。
【解決手段】雌型体２１と、ボルト４１と、保持位置と
解除位置との間を横切ってスライドするように設けられ
た雄型結合要素と、前方位置と後方位置との間で移動可
能なプランジャ５１とを備える雌型結合要素１１。雄型
要素の長さが短めであっても、雌型結合要素内にある雄
型要素が外れることに自動的に抗するべく、雌型結合要
素は、前進位置と引き込み位置との間で可動な記憶リン
グ６１を備える。前進位置は、ボルトを解除位置に保持
する位置であり、引き込み位置は、ボルトが保持位置に
向かう動きを許容する位置である。非結合位置で、記憶
リングが前進位置にあって、プランジャが後方位置に向
かって動くとき、プランジャは、記憶リングを引き込み
位置に駆動する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結合構成（図３）と、非結合構成（図１）とを取るべく設計されていて、
　雌型結合要素（１１、１１１）の長手方向軸線（Ｘ１１）に沿って嵌めることによって
、雄型結合要素（２）を受容可能な内部チャネル（２９）を持つ雌型体（２１、１２１）
と、
　結合構成において、雄型結合要素（２）と半径方向に協働可能な主パッキン（３１）と
、
　雄型結合要素（２）によって通過されるように形成された開口部（４４）が設けられて
いるボルト（４１、１４１）であって、長手方向軸線（Ｘ１１）について半径方向に雌型
体（２１，１２１）から出ているボルトハウジング（２６）において、保持位置と解除位
置との間で摺動するように取り付けられていて、
　　保持位置は、ボルト（４１、１４１）が雄型要素（２）の半径方向外側表面（３）と
協働して雄型結合要素（２）が雌型体（２１、１２１）から外れることに抵抗する位置で
あって、
　　解除位置は、ボルト（４１、１４１）は雌型体（２１、１２１）内にある雄型結合要
素（２）の移動を許容する位置であって、結合構成にあるときは、ボルト（４１、１４１
）は保持位置にある、ボルト（４１、１４１）と、
　ボルト（４１、１４１）を保持位置に向かって戻す反発手段（４９、１４９）と、
　雌型体（２１、１２１）の内部チャネル（２９）内で、長手方向軸線（Ｘ１１）に沿っ
て前方位置と後方位置との間で可動なプランジャ（５１，１５１）と
を備える雌型結合要素（１１、１１１）であって、
　雌型結合要素（１１、１１１）が、
　長手方向軸線（Ｘ１１）について半径方向に雌型体に固定されていて、雌型体（２１、
１２１）の長手方向軸線（Ｘ１１）に沿って次の前進位置と引き込み位置との間で可動な
記憶リング（６１、１６１）であって、
　　前進位置は、記憶リング（６１、１６１）がボルト（４１、１４１）と長手方向軸線
（Ｘ１１）について半径方向で協働することによって、ボルト（４１、１４１）が解除位
置に保たれる位置であって、
　　引き込み位置は、プランジャが前進位置から後方位置に移動するときにプランジャ（
５１，１５１）が記憶リング（６１、１６１）を引き込み位置へ駆動可能であるとともに
、記憶リング（６１、１６１）が、保持位置に向かってボルト（４１、１４１）の移動を
許容する位置である、
記憶リング（６１、１６１）と、
　記憶リング（６１、１６１）を前進位置に向けて戻す第１ばね（７２、１７２）とを備
えることと、
　非結合構成において、記憶リング（６１、１６１）が前進位置にあることと
を特徴とする、雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項２】
　ボルト（４１、１４１）と記憶リング（６１、１６１）とは、それぞれ停止面（４６、
５０）を備え、長手方向軸線（Ｘ１１）に半径方向で直交し、記憶リング（６１、１６１
）の停止面（５０）とボルト（４１、１４１）の停止面（４６）とは、
　記憶リング（６１、１６１）の前進位置において、ボルト（４１、１４１）を解除位置
に保つべく接触していて、
　記憶リング（６１、１６１）の引き込み位置において、ボルト（４１、１４１）の保持
位置に向かっての移動を許容すべく長手方向軸線（Ｘ１１）に沿って互いにオフセットし
ている
請求項１に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項３】
　ボルトの停止面（４６）は、ボルト（４１、１４１）の開口部（４４）によって境界が
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定められている、請求項２に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項４】
　ボルト（４１、１４１）の保持位置において、長手方向軸線（Ｘ１１）について半径方
向で、記憶リング（６１，１６１）の停止面（５０）は、ボルト（４１、１４１）の保持
面（３９）に対向している、請求項２又は３に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項５】
　ボルト（４１、１４１）は、２つの固定面（４５ａ、４５ｂ）を備え、２つの固定面は
、
開口部（４４）の部分の境界を定めて、
ボルト（４１、１４１）の保持位置にある雄型結合要素（２）との協働に適していて、
その固定面（４５ａ、４５ｂ）は長手方向軸線（Ｘ１１）に対する半径方向の面について
対称であり、
長手方向軸線（Ｘ１１）に直交し２つの固定面（４５ａ、４５ｂ）を通過する断面におい
て、ボルトハウジング（２６）の半径方向の開口に対向して収束するように互いに傾斜し
ている、
請求項１から４のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項６】
　２つの固定面（４５ａ、４５ｂ）は、互いに傾斜されていて、長手方向軸線（Ｘ１１）
に直交し、２つの固定面（４５ａ、４５ｂ）を通過する断面において雌型要素（１１、１
１１）の後方に向かって収束する、請求項５に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項７】
　プランジャ（５１）は、長手方向軸線（Ｘ１１）に沿って、記憶リング（６１）につい
て相対移動可能である、請求項１から６のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１、１
１１）。
【請求項８】
　記憶リング（６１、１６１）と、プランジャ（５１、１５１）とは雌型体（２１、１２
１）のいずれかの端部側に半径方向に配置されていて、
　雌型体は、ハウジングの半径方向に開いている細長ハウジング（１９）を備え、
　細長ハウジング（１９）のいずれかの側部に長手方向軸線（Ｘ１１）に沿って配置され
ている２つのパッキン（３２、３３）は、半径方向にプランジャ（５１、１５１）と雌型
体（２１、１２１）との間に挿入されていて
　雌型結合要素（１１、１１１）は、少なくとも１つの伝動要素（１８）を備え、伝動要
素は、細長ハウジング（１９）に配置されていて、伝動要素によりプランジャ（５１、１
５１）が記憶リング（６１、１６１）を引き込み位置に向かって駆動可能なように長手方
向で記憶リング（６１）及びプランジャ（５１）と協働可能である、
請求項１から７のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項９】
　各伝動要素（１８）は、作動ボールを備える、請求項８に記載の雌型結合要素（１１）
。
【請求項１０】
　プランジャ（５１）は、
　雄結合要素（２）の前端部（４）を受ける前方スポット対面部（５５）の境界を定め、
　雌型結合要素（１１）の前進位置と非結合構成において、前方スポット対面部（５５）
と主パッキン（３１）との間に、半径方向に挿入され、
　雌結合要素（１１）の第２ばね（７１）に対抗して、プランジャ（５１）が主パッキン
（３１）に対して長手方向にオフセットされた位置まで、長手方向軸線（Ｘ１１）に沿っ
て雌型体（２１）について相対移動可能である、
請求項１から９のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１）。
【請求項１１】
　雌型結合要素（１１）は、主パッキン（３１）を収容する主ハウジング（１５）を備え
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、
　雌型体（２１）は、記憶リング（６１）が組み立てられる周りに中間体（２３）を備え
、
　記憶リング（６１）は、主ハウジング（１５）の前方軸壁部（６９）を形成する、
請求項１から１０のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１）。
【請求項１２】
　非結合構成において、主パッキン（３１）は、中間体（２３）について長手方向にオフ
セットしていて、
　結合構成において、中間体（２３）の半径方向内側被覆面（１４）は、半径方向で主パ
ッキン（３１）を覆う
請求項１１に記載の雌型結合要素（１１）。
【請求項１３】
　雌型結合要素（１１）は、中間体（２３）に収容された調整リング（８１）をさらに備
え、
調整リングは、雌型要素（１１）において主パッキン（３１）の主ハウジング（１５）の
後方軸方向壁部（８３）を形成し、長手方向軸線（Ｘ１１）に沿って中間体（２３）につ
いて相対移動可能であり、第３のばね（７３）によって主パッキン（３１）に向かって押
し戻される、
請求項１１又は１２に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項１４】
　記憶リング（６１，１６１）は、指標タング（６７）を備え、指標タングは、長手方向
軸線（Ｘ１１）の周りに回転において、記憶リング（６１，１６１）とボルト（４１，１
４１）を接続すべく、ボルト（４１、１４１）の長手方向指標スロット（４７）に係合さ
れる、請求項１から１３のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１、１１１）。
【請求項１５】
　雄型結合要素（２）と、請求項１から１４のいずれか一項に記載の雌型結合要素（１１
、１１１）とを備える流体継手（１、１０１）であって、
　雄型結合要素（２）は、軸方向でプランジャ（５１、１５１）に当接可能であり、プラ
ンジャ（５１、１５１）を前進位置から後方位置へ押し戻し可能であり、
　ボルト（４１、１４１）は保持位置において、雄結合要素（２）が雌型体（２１、１２
１）から外れるのに抗するべく雄結合要素（２）の外側半径方向面（３）と協働し、
　雄結合要素（２）の外側半径方向面（３）は、結合構成において雌型結合要素（１１、
１１１）に嵌められているその長手方向部分の全体にわたって長手方向に一定の直径を持
つ、
流体継手（１、１０１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雌型流体結合要素と、雄型結合要素と雌型結合要素とを備える流体継手とに
関する。
【０００２】
　本発明は、例えば２０バールまでの、特に、冷却剤でリザーバを充填するための流体継
手の分野に関する。
【背景技術】
【０００３】
　特許文献１は、嵌合により滑らかな管状雄型要素を受け入れることができる雌型結合要
素を開示する。雌型要素は、雌型要素の本体内に収容され、雄型要素の周囲表面としっか
りと協働可能なパッキンを備える。雌型要素は、雌型要素の本体内に収容されたインタフ
ェース（接続）部材をさらに備える。インタフェース部材は、雌型要素への嵌合中に、イ
ンタフェース部材がパッキンと雄型要素の外周面との間に放射状に挿入される第１の位置
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から、インタフェース部材がパッキンに対して軸方向にオフセットされる第２の位置に向
かって、雄型要素の作用下で嵌合軸に平行に平行移動する、パッキンは雄型要素の周囲表
面にしっかりと載っている。
【０００４】
　したがって、特に雄型要素がその周囲表面に突出した不均等部分を持つ場合、インタフ
ェース部材は、雄型要素の取り付け中のパッキンの損傷を防ぐ。
【０００５】
　この既知の雌型要素の場合、雄型要素の固定は、移動する固定リングに収容されたボー
ルによって提供され、ボールは雄型要素の周囲表面につかえる。したがって、ボールは、
身体の口に設けられた表面によって維持される。この既知の雌型要素の場合、雄型要素の
固定は自動的に行われる。これは、結合に際して、ばねが固定リングを反対方向に押し戻
し、雄型要素を雌型要素に固定する特定の位置まで、雄型要素の端が、最初にボールと固
定リングを雌型要素の本体に対して後方に押し戻すからである。
【０００６】
　しかし、インタフェース部材と固定リングの積み重なった存在により、雌型要素はかな
りの縦方向のかさを持つことになる。このかさにより、結合の実施には、管状雄型要素を
雌型要素に導入するため、かなりの長さとなる。
【０００７】
　特許文献２は、円錐台形の輪郭を有するカラーを備える雄型結合要素を固定可能な雌型
結合要素を開示する。その結果、この雌型要素は、ボルトの保持位置でカラーと係合する
ように設計された歯を備えるボルトを備える。雌型要素の雄型要素の固定は、この同じ歯
と円錐台の外形の係合により自動的に行われ、保持位置から、ボルトが、雌型結合要素内
の雄型結合要素に通路を解放する解放位置にボルトを移動する。変形例では、ボルトは横
方向のスタッドによって雄型要素の保持位置に保持され、ユーザーは雄型要素の固定と固
定解除を可能にするために押し戻さなければならない。
【０００８】
　しかし、この既知の雌型結合要素は、自動結合のためにボルト歯に切頭円錐の表面を必
要とし、それは、結合を実行するため雄型要素を雌型要素に導入するには、雄型要素のか
なりの長さを必要とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１９１６４６４号明細書
【特許文献２】仏国特許発明第１４８７３２４号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の目的の一つは、雄型要素の長さが短くても、特に、雌型要素内に
嵌めこまれている雄型要素の一部の半径方向外側表面が長手方向に一定の半径を持つとき
、特に雌型要素の中に嵌め込まれている雄型要素が外れることに自動的に抵抗する新しい
雌型流体継手要素を提案することにより、先行技術の欠点に対処することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、雌型流体結合要素に関し、当該雌型結合要素は、結合構成と、非結合構成と
を取るべく形成されていて、
　内部チャネルに配置されていて、雌型結合要素の長手方向軸線に沿って嵌めることによ
って、雄型結合要素を受容可能な雌型体と、
　結合構成において、雄型結合要素と半径方向に協働可能な主パッキンと、
　雄型結合要素によって通過されるように形成された開口部が設けられているボルトであ
って、長手方向軸線について半径方向に雌型体から出ているボルトハウジングに、保持位
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置と解除位置との間で摺動するように取り付けられていて、
　　保持位置は、ボルトが雄型要素の半径方向外側表面と協働して雄型結合要素が雌型体
から外れることに抵抗する位置であって、
　　解除位置は、ボルトが雌型体内にある雄型結合要素の移動を許容する位置であって、
結合構成にあるときは、ボルトは保持位置にある、ボルトと、
　ボルトを保持位置に戻す反発手段と、
　雌型体の内部チャネル内で、長手方向軸線に沿って前方位置と後方位置との間で可動な
プランジャと
を備える。
【００１２】
　本発明によると、雌型結合要素は、
　長手方向軸線について半径方向に雌型体に固定されていて、雌型体の長手方向軸線に沿
って次の前進位置と引き込み位置との間で可動な記憶リングであって、
　　前進位置は、記憶リングがボルトと長手方向軸線について半径方向で協働することに
よって、ボルトが解除位置に保たれる位置であって、
　　引き込み位置は、プランジャが前進位置から後方位置に移動するときに記憶リングを
引き込み位置へ駆動可能であるとともに、記憶リングが、保持位置にあるボルトの移動を
許容する位置である、
記憶リングと、
　記憶リングを前進位置に戻す第１ばねと、を備える。
　非結合構成において、記憶リングが前進位置にある。
【００１３】
　本発明のため、雌型要素は、内側溝内に嵌っている雄型要素が外れるのに抗する固定を
、自動的に確実にする。最終的に、雌型要素の非結合構成において、雄型要素を嵌める動
きは、プランジャを押して、これにより、プランジャが記録リングをその引き込み位置に
駆動することにつながる。記憶リングは、次いでボルトが自動的に反発手段により保持位
置になるのを許容する。プランジャと記憶リングとは、雄型要素に押されることで、単純
に作動され、ボルトを保持位置にすることは、雄型要素が長手方向に一定の直径を持つ、
すなわち、溝や、カラーや、肩部を持たない場合でも、なされる。雄型要素がプランジャ
を押せるようには、例えば、雄型要素を嵌める動きの間、雄型要素の前端部がプランジャ
に作用することを提供する。
【００１４】
　本発明は、ボルトが、雌型要素の長手方向のかさを減らせるように、長手方向軸線につ
いて半径方向に可動であることを提供する。ボルトが長手方向で短いならば、有利には、
雌型要素の前端部とプランジャとの間に配置してもよい。これにより、雌型要素を嵌める
作業の間、短くした長さの雄型要素でも、プランジャに到達して作用可能となり、したが
って記憶リングが自動的に駆動されてボルトの保持位置への移行を引き起こすことになる
。
【００１５】
　「ボルトが、雄型要素の半径方向外側表面と協働する」との表現は、ボルトが、雄型要
素の半径方向外側表面と直に接触することを意味する。ボルトはそれ自体が、したがって
、中間的な部分なしで、雄型要素の引き込みに抗する。
【００１６】
　本発明の有利な特徴事項は以下に定義される。
　ボルトと記憶リングとは、それぞれ停止面を備え、長手方向軸線に直交し、記憶リング
の停止面とボルトの停止面とは、
　記憶リングの前進位置において、ボルトを解除位置に保つべく接触していて、
　記憶リングの引き込み位置において、ボルトの保持位置への移動を許容すべく長手方向
軸線について互いにオフセットしている。
　ボルトの停止面は、ボルトの開口部によって境界が定められている。
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　ボルトの保持位置において、長手方向軸線について半径方向で、停止面は、ボルトの保
持面に対向している。
　ボルトは、２つの固定面を備え、２つの固定面は、開口部の部分の境界を定めて、ボル
トの保持位置にある雄型結合要素との協働に適していて、長手方向軸線に対する半径方向
の面について対称であり、長手方向軸線に直交し２つの固定面を通過する断面において、
ボルトハウジングの半径方向の開口に対向して収束するように互いに傾斜している。
　２つの固定面は、互いに傾斜されていて、長手方向軸線に直交し、２つの固定面を通過
する断面において雌型要素の後方に向かって収束する。
　プランジャは、長手方向軸線に沿って、記憶リングについて相対移動可能である。
　記憶リングと、プランジャとは雌型体のいずれかの端部側に配置されていて、
　雌型体は、ハウジングの半径方向に開いている細長ハウジングを備え、
　細長ハウジングのいずれかの側部に長手方向軸線に沿って配置されている２つのパッキ
ンは、半径方向にプランジャと雌型体との間に挿入されていて
　雌型結合要素は、少なくとも１つの伝動要素を備え、伝動要素は、細長ハウジングに配
置されていて、伝動要素によりプランジャが記憶リングを引き込み位置に向かって駆動可
能なように長手方向で記憶リング及びプランジャと協働可能である。
　各伝動要素は、作動ボールを備える。
　プランジャは、
　雄結合要素の前端部を受ける前方スポット対面部の境界を定め、
　雌型結合要素の前進位置と非結合構成において、前方スポット対面部と主パッキンとの
間に、半径方向に挿入され、
　第２ばねに対抗して、プランジャが主パッキンに対して長手方向にオフセットされた位
置まで、長手方向軸線に沿って雌型体について相対移動可能である。
　雌型結合要素は、主パッキンを収容する主ハウジングを備え、雌型体は、記憶リングが
組み立てられる周りに中間体を備え、
　記憶リングは、主ハウジングの前方軸方向壁部を形成する。
　プランジャの前端と主ハウジングの軸方向後ろ壁とは、長手方向軸線に沿って、非結合
構成で第１の長手方向距離を画定し、プランジャは、記憶リングを引き込み位置に駆動す
るために前方位置と後方位置との間の移動中にプランジャが長手方向で伝動要素と接触を
する接触面を備えて、伝動要素は記憶リングに後ろに向かって当接し、それらの間の接触
面は非結合構成において第２の長手方向距離を画定し、第２の長手方向距離は第１の長手
方向距離以上である。
　非結合構成において、主パッキンは、中間体について長手方向にオフセットしていて、
結合構成において、中間体の半径方向内側被覆面は、半径方向で主パッキンを覆う。
　雌型結合要素は、中間体に収容された調整リングをさらに備え、調整リングは、雌型要
素において主パッキンの主ハウジングの後方軸方向壁部を形成し、長手方向軸線に沿って
中間体について相対移動可能であり、第３のばねによって主パッキンに向かって押し戻さ
れる。
　長手方向軸線に沿って測定される第３長手方向距離は、前方軸方向壁と内部半径被覆面
の前方端部との間に非結合構成において画定され、停止面は長手方向軸線に沿って画定さ
れる第４の長手方向距離と協働し、第３長手方向距離は第４長手方向距離以下である。
　記憶リングは、指標タングを備え、指標タングは、長手方向軸線についての回転におい
て、記憶リングとボルトを接続すべく、ボルトの長手方向指標スロットに係合される。
【００１７】
　本発明は、流体継手にも関し、雄型結合要素と、上記に定義される雌型結合要素とを備
える流体継手であって、
　雄型結合要素は、軸方向でプランジャに当接可能であり、プランジャを前進位置から後
方位置へ押し戻すことが可能であり、
　ボルトは保持位置において、雄結合要素が雌型体から外れるのに抗するべく雄結合要素
の外側半径方向面と協働し、
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　雄結合要素の外側半径方向面は、結合構成において雌型結合要素に嵌められているその
長手方向部分の全体にわたって長手方向に一定の直径を持つ。
【００１８】
　本発明の他の特徴は、以下の説明からより詳細に明らかになる。本発明の好ましいが非
限定的な実施形態を提示し、この説明は以下に列挙する添付図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、同じ断面線に沿った、本発明による第１の実施形態による流体継手の３
つの異なる構成の１つを示す縦断面図である。
【図２】図２は、同じ断面線に沿った、本発明による第１の実施形態による流体継手の３
つの異なる構成の１つを示す縦断面図である。
【図３】図３は、同じ断面線に沿った、本発明による第１の実施形態による流体継手の３
つの異なる構成の１つを示す縦断面図である。
【図４】図４は、切断線ＩＶ－ＩＶに沿い、図１の断面に沿ったＩ－Ｉ断面線を示す断面
図である。
【図５】図５は、切断線Ｖ－Ｖに沿い、図１の断面に沿ったＩ－Ｉ断面線を示す断面図で
ある。
【図６】図６は、切断線ＶＩ－ＶＩに沿い、図１の断面に沿ったＩ－Ｉ断面線を示す断面
図である。
【図７】図７は、図３の切断線ＶＩＩ－ＶＩＩに沿った断面図である。
【図８】図８は、図３の切断線ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩに沿った断面図である。
【図９】図９は、図３のＩＸ－ＩＸ線に沿った縦断面図である。
【図１０】図１０は、先の図の流体継手に属する雌型要素の斜視図である。
【図１１】図１１は、図１０の雌型要素に属する記憶リングの一部の斜視図である。
【図１２】図１２は、図１０の雌型要素に属するボルトの斜視図である。
【図１３】図１３及び図１４は、本発明の第２実施形態に係る流体継手の同一断面におけ
る縦断面図であり、流体継手は２つの異なる構成の１つで示されている。
【図１４】図１４は、本発明の第２実施形態に係る流体継手の同一断面における縦断面図
であり、流体継手は２つの異なる構成の１つで示されている。
【図１５】図１５は、切断線ＸＶ－ＸＶに沿った図１３の断面図であり、図１５は、図１
３の切断線に沿った切断線ＸＩＩＩ－ＸＩＩＩを示す。
【図１６】図１６は、図１４の切断線ＸＶＩ－ＸＶＩに沿った断面図であり、図１６は、
図１３の切断線に沿った切断線ＸＩＶ－ＸＩＶを示す。
【図１７】図１７は、図１３から図１６の流体継手に属する雌型要素に属するボルトの斜
視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１から図１２に示す第１の実施形態では、流体継手１は、雌型流体継手要素１１と雄
型流体継手要素２とを備える。例えば、雄型継手要素２は真鍮又は銅管である。
【００２１】
　特に明記しない限り、本文書では、「半径方向」、「軸方向」、「長手方向」、「横方
向」などの表現は、雌型結合要素１１に関連する場合、雌型結合によって定義される長手
方向軸線Ｘ１１に関連する。同様に、用語「前部」は、雌型結合要素１１に関する場合、
図１の左に向かう長手方向を示し、用語「後部」は反対方向を示す。用語「内側」は、雌
型結合要素１１に関する場合、「長手軸線Ｘ１１に面する」ことを意味し、用語「外側」
は「長手方向軸線Ｘ１１から離れる」ことを意味する。
【００２２】
　特に明記しない限り、「半径方向」、「軸方向」、「長手方向」、「横方向」などの表
現は、雄型結合要素２に関連する場合、雄型結合要素２によって定義される長手方向軸線
Ｘ２に関連する。同様に、用語「前部」は、雌型結合要素２に関連する場合、図１の右に
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向かう長手方向を示し、「後部」という用語は反対方向を示す。用語「内側」は、雄型結
合要素２に関する場合、「長手方向軸線Ｘ２に面する」ことを意味し、用語「外側」は、
「長手方向軸線Ｘ２から離れて面する」ことを意味する。
【００２３】
　雄型結合要素２は、前端部４を備える。雄型結合要素２は、好ましくは管状であり、す
なわち、少なくとも軸の長手方向部分について、軸線Ｘ２に沿って長手方向に一定の直径
を有する外側半径方向表面３を備える、雄型結合要素２は、その前端４から延在し、雌型
結合要素１１に嵌合するのに適している。雄型結合要素は、内側チャネルも備えている。
雄型結合要素２の管状形状は、軸線Ｘ２と同軸であることが有利である。例えば、雄型結
合要素２は、円形断面を備えた銅又は真鍮の管である。好ましくは、雄型結合要素２の内
側チャネルは、その後端で、例えば２０バールで、例えば冷却剤である加圧流体リザーバ
に流体的に結合される。雄型結合要素２は、リザーバの入口を形成し、雌型結合要素１１
から来るこの加圧流体でリザーバを充填する働きをする。一旦充填が完了すると、雄型結
合要素２は押しつぶされて溶接され、前端４は切断される。
【００２４】
　雌型結合要素１１は、管状でありかつ長手方向軸線Ｘ１１と同軸である前部体２２、後
部体２４及び中間体２３を好ましくは備える雌型体２１を備える。前部体２２と後部体２
４は、互いにしっかりと固定されている。
【００２５】
　後部体２４は、図１に破線で示されているチャネル９９に接続されるように形成されて
いて、これも長手方向軸線Ｘ１１と同軸である。雌型体２１は、チャネル９９と連通する
内側チャネル２９の範囲を定める。前部体２２、中間体２３及び後部体２４はそれぞれ、
長手方向軸線Ｘ１１に沿って、内側チャネル２９の連続する部分の範囲を定める。
【００２６】
　前部体２２は、前部体２２の前端で軸方向に延在する口部２５を備える。内側チャネル
２９は、その中に嵌合することにより雄型結合要素２を受け入れるように形成されている
。言い換えると、雄型結合要素２は、口部２５を介して雌型本体２１に導入される前端部
４によって、内側チャネル２９に導入可能である。嵌合が完了すると、雌型結合要素１１
が構成される。したがって、流体継手１の縦軸線Ｘ２及びＸ１１は同軸である。
【００２７】
　前部体２２は、ボルトハウジング２６を備え、これは、長手方向軸線Ｘ１１に対して半
径方向に延在し、長手方向軸線Ｘ１１に対して半径方向に前部体２２の外側半径方向表面
に現れ、かつ、対向する半径方向に穴はない。
【００２８】
　中間体２３は、その前端に、前方に向かって広がる傾斜した傾斜内面３０を備えている
。例えば、傾斜内面３０は、縦軸線Ｘ１１を中心とする円錐形状を有する。傾斜内面３０
から後方に向かって、中間体２３は、長手方向軸線Ｘ１１に沿って一定の直径を有する内
側半径方向被覆面１４を形成する。
【００２９】
　雌型結合要素１１は、ボルトハウジング２６に収容されたボルト４１を備える。ボルト
４１は、特に雄要素が銅又は真鍮管である場合、雄型結合要素２を固定可能である。ボル
ト４１は、図３、図７及び図８に示すように、雌型体２１内の雄型結合要素２の保持位置
と、図１、図２、図４及び図５に示された解放位置との間で、長手方向軸線Ｘ１１に対し
て横方向に、特に長手方向軸線Ｘ１１に対して半径方向に、前部体２２に摺動して取り付
けられる。解放位置では、ボルト４１は、雌型体２１からの雄型結合要素２の取り外し又
は雌型体２１への雄型結合要素２の挿入に対抗しない。解放位置では、ボルト４１は、好
ましくは、保持位置にあるよりも雌型体２１内にさらに押し込まれる。特に、解放位置で
は、ボルト４１は、雌本体２１内の雄型結合要素２の少なくとも長手方向の移動を可能に
する。長手方向軸線Ｘ１１に対して半径方向である半径方向軸Ｒ１１が定義される。本実
施例では、ボルト４１が雌型体２１に対して半径方向軸Ｒ１１に沿って移動可能である。
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【００３０】
　図１２に単独で示されているボルト４１は、オペレータが作用可能な外面４３を備えた
作動部４２を備えている。したがって、外面４３は、雌型体２１の外側、特にボルトハウ
ジング２６の外側からアクセス可能であり、作動部４２はボルトハウジング２６の半径方
向の口に配置される。保持位置４２では、ボルト４１の外面４３は、解放位置にある状態
よりも長手軸線Ｘ１１からさらに離れている。
【００３１】
　ボルト４１は、ボルト４１を長手方向に貫通し、雄型結合要素２を受け入れるのに適し
た開口部４４も備える。雄型結合要素２は、そして開口部４４を介してボルト４１を通過
する。この開口部４４は、二つの固定面４５ａ、４５ｂの範囲を画定する。好ましくは、
固定面４５ａ、４５ｂはそれぞれ、軸線Ｘ１１の周りの開口部４４の一部のみの範囲であ
る。
【００３２】
　２つの固定面４５ａ及び４５ｂは、好ましくは半径方向軸Ｒ１１を備える半径面、例え
ば図１の断面に対して対称に、軸線Ｘ１１の両側に配置される。２つの固定面４５ａ及び
４５ｂは、好ましくは平面である。
【００３３】
　固定面４５ａ及び４５ｂを通る長手方向軸線Ｘ１１に直交する平面、すなわち、長手方
向軸線Ｘ１１に平行で半径方向軸Ｒ１に直交する平面の断面において、２つの固定面４５
ａ及び４５ｂは傾斜している。互いに対して、Ｖ字形通路、すなわち、フレアノッチを形
成し、雌型結合要素１１の後側よりも口部２５の側の前の方が広い。長手方向軸線Ｘ１１
に直交するこの平面は、例えば図９の平面である。言い換えると、長手方向軸線Ｘ１１に
直交するこの平面における投影において、固定面４５ａ及び４５ｂは、有利には、雌型結
合要素１１の後方に向かって収束する。長手軸線Ｘ１１に対して直交平面のこの区間では
、固定面４５ａ及び４５ｂは、好ましくは１８°（度）の角度αを形成し、各固定面４５
ａ、４５ｂは、長手方向軸線Ｘ１１について平行な長手方向Ｘ１１’に対して９°の角度
を形成する。
【００３４】
　２つの固定面４５ａ及び４５ｂを通る長手方向軸線Ｘ１１に直交する平面、例えば図４
の面の断面において、２つの固定面４５ａ及び４５ｂは、互いに対して傾斜している。こ
の直交面の断面において、固定面４５ａ及び４５ｂは、半径方向軸Ｒ１１の両側に配置さ
れている。この直交平面に投影された、固定面４５ａ、４５ｂによって形成された開口部
４４の通路もＶ字型である、すなわち、通路はフレアノッチを形成し、その口は、Ｖ字形
状の通路の底より作動部４２に近く、Ｖ字型の通路の底よりも広くなっている。言い換え
ると、この直交平面の断面において、固定面４５ａ及び４５ｂは、作動部４２が収容され
るハウジング２６の放射状の口の作動部４２に対向して収束する。好ましくは、この直交
面の断面において、固定面４５ａ及び４５ｂは共に３０°の角度βを形成し、各固定面４
５ａ、４５ｂは半径方向軸Ｒ１１に対してそれぞれ１５°の角度を形成する。
【００３５】
　開口部４４はまた、長手方向軸線Ｘ１１に直交する２つの停止面４６の境界を定める。
言い換えると、２つの停止面４６は、半径方向軸Ｒ１１に垂直である。２つの停止面４６
は、図９の直交平面に平行な同じ平面、又は図１の平面に垂直な平面に延在する。停止面
４６はそれぞれ、固定面４５ａ、４５ｂの１つから延在する一方、半径方向軸Ｒ１１と長
軸線Ｘ１１を備える平面に対して対称である。停止面４６は、ボルト４１の作動部４２に
向けられている。
【００３６】
　ボルト４１はまた、長手方向軸線Ｘ１１に直交する２つの保持面３９の境界を定める。
保持面３９は、図９の直交平面に平行な同一平面内に延在する。保持面３９は、半径方向
軸線Ｒ１１と長手方向軸線Ｘ１１を備える平面に対して対称でありながら、それぞれ停止
面４６の後ろに延在する。軸方向表面は、停止表面４６のそれぞれと、それと軸方向に整
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列した保持表面３９とを接続する。半径方向軸Ｒ１１に沿って、保持面３９は、停止面４
６よりもボルト４１の外面４３から遠い。
【００３７】
　開口部４４はまた、係止面４５ａ及び４５ｂによって形成されたＶ字形通路に現れる長
手方向の割送りスロット４７の境界を定める。長手方向スロット４７は、半径方向軸線Ｒ
１１及び長手方向軸線Ｘ１１を備える平面が通過する間、固定面４５ａ及び４５ｂを互い
に接続する。
【００３８】
　図５に示されるように、雌型結合要素１１は、雌型体２１を支えながら、ボルト４１を
その保持位置に押し戻す弾性手段を構成する２つの圧縮コイルばね４９を備える。ボルト
４１は、２つの外側横ハウジングを有利に備える。これは、ボルト４１の摺動軸、ここで
は半径方向軸線Ｒ１１に平行に延在する。前部体２２は、ボルト４１の摺動軸に平行に延
在し、外側横方向ハウジング４８に面して配置される２つの外側横方向ハウジング２７を
有利に備える。各ばね４９は、ばね４９の横方向端部にと、外側横方向ハウジング４８の
うちの１つと、ばね４９の反対側の横方向端部において、外側横方向ハウジング２７のう
ちの１つとに、収容されている。
【００３９】
　弾性復帰手段は、２つのバネ４９の形態をとる。これらは、したがって、雄型結合要素
２の所望の固定力と互換性のある弾性戻り力を提供する。
【００４０】
　図１から図３に特に見られるように、雌型結合要素１１は、プランジャの好ましい一例
を構成するプランジャリング５１を備える。プランジャリング５１は、有利には、ほぼ管
状であり、長手方向軸線Ｘ１１と同軸である。プランジャリング５１は、好ましくは、雌
型体２１の内部チャネル２９に、中間体２３内を移動するように装着されている。プラン
ジャリング５１は、好ましくは、雌型体２１に対して長手方向に摺動するが、半径方向で
雌型体２１に固定されている。中間体２３が、この摺動においてプランジャリング５１を
支持及び案内し、プランジャリング５１は中間体２３の内部に収容されていることが、有
利に提供される。
【００４１】
　中間体２３は、３つの細長いハウジング１９を備え、それぞれが作動ボール１８と並ん
で延在する。図６に示すように、３つのそれぞれの細長いハウジング１９に収容される３
つの作動ボール１８が有利に設けられる。各細長いハウジング１９は、中間体２３を半径
方向に貫通する。細長いハウジング１９は、有利には、長手方向軸線Ｘ１１上で同じ長手
方向レベルに配置されている一方で、長手方向軸線Ｘ１１の周りに均等に分配される。「
細長い」とは、各細長いハウジング１９が長手方向に細長いことを意味する。放射状方向
において、各細長いハウジング１９は、好ましくは、この細長いハウジング１９が受ける
作動ボール１８の直径に適合する幅を有する。
【００４２】
　雌型結合要素１１は、雌型体２１の２つのそれぞれの内側溝１６及び１７に収容される
２つのドーナツ状の補助パッキン３２及び３３を備える。溝１６及び１７同様、補助パッ
キン３２及び３３は、有利には、長手方向軸線Ｘ１１と同軸である。補助パッキン３２及
び溝１６は、有利には中間体２３に設けられる。補助パッキン３３及び溝１７は、有利に
は後部体２４に設けられる。２つの補助パッキン３２及び３３は、細長ハウジング１９の
長手方向の前後両側のいずれかに配置され、補助パッキン３２は前方に配置され、補助パ
ッキン３３は後方に配置されている。補助パッキン３２及び３３は、雌型体２１とプラン
ジャ５１との間のシールを確保するべく、雌型体２１とプランジャ５１との間に半径方向
に挿入される。
補助パッキン３２及び３３は、雌型体２１内のプランジャリング５１の長手方向位置に関
係なくプランジャリング５１及び雌型体２１間のシールを保証するように形成されている
。
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【００４３】
　プランジャリング５１は、前部カラー５２と後部カラー５３とを備える。前部カラー５
２と後部カラー５３とは、それらの長手方向に、作動ボール１８を部分的に受けるため、
有利には環状である容積５４を画定する。前部カラー５２は、後方部に、作動ボール１８
を後方に駆動するように、プランジャリング５１の後方移動中に作動ボール１８と接触す
るのに適した接触面５８を備える。したがって、作動ボール１８は、プランジャリング５
１と長手方向に協働する。接触面５８は、容積５４の範囲を定める。
【００４４】
　雌型結合要素１１はまた、後部体２４とプランジャリング５１との間に縦方向に挿入さ
れるばね７１を備える。ばね７１は、前部体２２の口２５に向かってプランジャリング５
１を長手方向に沿って押し戻す、すなわち、雌型体２１に対するプランジャリング５１の
前方位置に向かってである。図１において、プランジャリング５１は前方位置にある。後
部カラー５３は、有利には、ばね７１に軸方向の軸受を提供する。
【００４５】
　プランジャリング５１は、前方スポット対面部５５の範囲を定める。前方スポット対面
部５５は、プランジャリング５１の長手方向肩部５６によって、後方に向かって、長手方
向において範囲が定められる。前方スポット対面部５５は、前方に向かって、プランジャ
リング５１の外側に、プランジャリング５１の前端１２にて、出ている。
【００４６】
　雌型結合要素１１は、記憶リング６１を備える。記憶リング６１は、有利には長手方向
軸線Ｘ１１と同軸の略管状である。記憶リング６１は、前部体２２と中間体２３との間に
半径方向に取り付けられ、すなわち、前部体２２は記憶リング６１を囲む一方、記憶リン
グ６１は中間体２３を囲む。前部体２２はさらに中間体２３を囲む。したがって、プラン
ジャリング５１及び記憶リング６１は、中間体２３の両側に半径方向に配置される。
【００４７】
　記憶リング６１は、雌型体２１に対して長手方向に摺動する可能性をもって取り付けら
れるが、雌型体２１に半径方向に固定される。この記憶リング６１は、外側リング６２及
び環状内側リング６３を備える。環状内側リング６３は、外側リング６２内に浮動状態で
取り付けられている。特に、環状内側リング６３は、外側リング６２に対して長手方向に
摺動可能であり、これらの動きが、雌型結合要素１１の動作に必要ではない場合でも、長
手方向軸線Ｘ１１の周りに旋回可能である。変形例では、外側リング６２と内側環状リン
グと６３が、例えば接着によって互いに固定されていることが提供されてもよい。
【００４８】
　雌型結合要素１１は、雌型体２１に対して、ボルト４１の開口部４４において、前部体
２２の口２５に向かって長手方向に記憶リング６１を押すスプリング７２を備える。その
ために、スプリング７２は、長手方向軸線Ｘ１１に平行に、中間体２３と記憶リング６１
の外側リング６２の後面６４とを、軸方向に支持する。
【００４９】
　ばね７２によって加えられる弾性力は、好ましくは、ばね７１によって加えられる弾性
力よりも小さい。
【００５０】
　外側リング６２は、周辺部の内側溝６５を備える。雌型結合要素１１の取り付け理由の
ために、外側リング６２は、好ましくは、内側溝６５と、外側リング６２の外面とに現れ
る取り付けオリフィス６６をも、有利には１つだけ、備える。オリフィス６６は、外側リ
ング６２を半径方向に貫通する。内側溝６５は、作動ボール１８の部分的な収容容積を画
定する。オリフィス６６の直径は、各作動ボール１８の直径よりもわずかに大きい。
【００５１】
　作動ボール１８は、内側溝６５の背後の内側溝６５の接触面７０と接触するのに適して
いる。したがって、作動ボール１８は、記憶リング６１と長手方向にて協働する。
【００５２】
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　接触面５８及び７０は、長手方向軸線Ｘ１１に対して実質的に同じ傾斜、好ましくは長
手方向軸線Ｘ１１に対して斜めの傾斜を有する。
【００５３】
　図４、図５、図７、図８、及び図１１でより見えるように、記憶リング６１の外側リン
グ６２は、外側リング６２の前方に向かって延在する指標タング６７及び半クラウン６８
を備える。ここで、指標タング６７及び半クラウン６８は、記憶リング６１の前端にある
。環状の内側リング６３は、浮動中に、あるいは固定的に保持されている間、指標タング
６７にて外側リング６２と、半クラウン６８にて外側リング６２と、長手方向で協働する
。
【００５４】
　記憶リング６１は、長手方向軸線Ｘ１１に対して直交する停止面５０を備え、これは、
この実施例では、図９の直交面に平行な同じ直交面に延在する。言い換えると、２つの停
止面５０は、半径方向軸Ｒ１１に垂直である。停止面５０は、半クラウン６８によって形
成される。
【００５５】
　指標タング６７は、半径方向軸Ｒ１１に沿ったボルト４１の摺動を案内し、ボルト４１
と記憶リング６１の長手軸線Ｘ１１周りの互いに対する回転を防止する長手方向の指標ス
ロット４７に導入される。
【００５６】
　半クラウン６８は、開口部４４に係合している。
【００５７】
　雌型結合要素１１は、長手方向軸線Ｘ１１と好ましくは同軸の環状嵌合リング８１を備
え、環状嵌合リング８１は、ランジャリング５１と中間体２３との間に半径方向に収容さ
れる。例えば、嵌合リング８１は、中間体２３内で長手方向に摺動する。そのために、半
径方向の内側の被覆面１４によって案内される。
【００５８】
　雌連結要素１１は、前部体２２の口部２５に向かって嵌合リング８１を長手方向に押し
戻すバネ７３を備える。バネ７３は、中間体２３と嵌合リング８１の後面８２との間に挿
入される。
【００５９】
　雌型結合要素１１は、主パッキン３１を備え、この主パッキン３１の主ハウジング１５
を画定する。主パッキン３１は、例えば、エチレンプロピレン製のＯリングである。主封
止ガスケット３１は、有利には、長手方向軸線Ｘ１１と同軸であり、主ハウジング１５に
取り付けられる。嵌合リング８１の前面は、主ハウジング１５の後軸方向壁８３を形成す
る。記録リング６１の環状内側リング６３の後ろ側の面は、主ハウジング１５の前軸方向
壁６９を形成する。主パッキン３１の主ハウジング１５は、したがって、一方で記憶リン
グ６１によって、他方では嵌合リング８１によって長手方向にて区切られている。非結合
構成では、記憶リング６１は主ハウジングの半径方向内側の壁を形成する。
【００６０】
　雌型結合要素１１は、図３に示す結合構成と図１に示す非結合構成とを採用して形成さ
れている。これらの結合及び非結合構成は、雌型結合要素１１に対する雄型結合要素２の
位置に関係なく、雌型結合要素１１に固有である。これらの結合及び非結合構成は、雌型
結合要素１１の異なる部分の相対位置、特に、雌型体２１と、主パッキン３１と、ボルト
４１と、プランジャリング５１と、記録リング６１との相対位置を反映する。図２では、
雌型結合要素１１は、結合によって得られる中間の構成、すなわち非結合構成と結合構成
との間、にある。
【００６１】
　図１、４、５、及び６に示すように、雌型結合要素１１の非結合構成では、バネ７２は
、記憶リング６１の外側リング６２を雌型体２１に対して、側リング６２が前部体２２に
対して前方向に当接されている前進位置に、前方に押し戻す。
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【００６２】
　雌型結合要素１１の非結合構成では、プランジャリング５１は、雌型体２１に対して前
方位置に押し戻され、前方向にて記憶リング６１の環状内側リング６３に当接する。
【００６３】
　雌型連結要素１１の非連結構成では、主パッキン３１は、プランジャリング５１の長手
方向に一定の外径を有する部分で、外側半径方向面５７の周りに配置される。主パッキン
３１は、プランジャリングの周りに引き伸ばされる。したがって、非結合構成では、プラ
ンジャリング５１は、正面スポット５５と主パッキン３１との間に半径方向に挿入される
。主パッキン３１は、中間体２３の前端を軸方向に越えて配置されているところから、雌
型体２１の中間体２３に対して前方に長手方向にオフセットされる。
【００６４】
　雌型結合要素１１の非結合構成では、各作動ロッド１８は、細長ハウジング１９の前端
と記憶リング６１の内側溝６５の後面との間の、それぞれの細長ハウジング１９内に閉じ
込められている。
【００６５】
　雌型連結要素１１の非連結構成では、ボルト４１の停止面４６は、記憶リング６１が前
進位置にある間、記憶リング６１の停止面５０と横方向に協働する。言い換えると、記憶
リング６１が前進位置にあるこの非連結構成では、停止面４６及び５０は、一対になって
横方向で支承するように、長手方向軸線Ｘ１１に沿って同じレベルにある。したがって、
記憶リング６１は、ボルト４１を雌型体２１内の解除位置に維持する。いわば、２つのば
ね４９の作用に抗して押されている位置にある。解除位置では、固定面４５Ａと４５Ｂは
、内側チャネル２９内の雄型結合要素２の移動を可能にするために、半径方向軸Ｒ１１に
沿って長手方向軸線Ｘ１１から保持位置よりさらに離れている。
【００６６】
　雌型結合要素１１の非結合構成では、嵌合リング８１は、ばね７３によって主パッキン
３１と接触して前方に押し戻されている。そのために、ばね７３は中間体２３を支える。
好ましくは、嵌合リング８１は、それから、軸方向のそのレベルにありつつ、傾斜した内
面３０によって半径方向に囲まれている。
【００６７】
　雌型結合要素１１を非結合構成から結合構成に移行させるべく、雌型結合要素１１は、
図１、図２、及び図３に順番に示すように、雄型結合要素２と結合される。以下で説明す
るように、この結合は自動になされる。
【００６８】
　図１に示すように、この結合のために、雄型結合要素２の前端４は、前部体２２の口２
５に挿入され、記憶リング６１に係合し、その後、プランジャリングが前進位置にある間
、プランジャリング５１に範囲が決められている前方スポット面５５に係合する。雄型結
合要素２が前方スポット面５５に係合すると、長手方向軸線Ｘ２及びＸ１１は実質的に同
軸になる。雄型結合要素２は、雌型結合要素１１の後部体２４に向かって移動し、図２に
示すように、プランジャリング５１の長手方向肩部５６に長手方向に当接する。プランジ
ャリング５１は、雄型係合要素２の前端４と主パッキン３１との間に半径方向に挿入され
る。プランジャリング５１は、前端部４に形成されるおそれのあるバリ又は研磨不規則性
から主パッキン３１を保護するインタフェースリング機能を持つ。言い換えると、非結合
構成では、プランジャリング５１は、雌型結合要素１１に導入された雄型結合要素２の前
端４に位置するバリに関して、主パッキン３１を保護する。
【００６９】
　雌型結合要素１１における雄型結合要素２の嵌合運動は続き、雄型結合要素２は、ばね
７１の作用に抗して、雌型結合要素１１の後方に向かってプランジャリング５１を駆動す
る。雌型結合要素１１は、結合構成と非結合構成の間の中間結合構成をとっている。プラ
ンジャリング５１は、雄型結合要素２の後方に向かって、主パッキン３１に対して長手方
向にオフセットした状態になる。プランジャリング５１の長手方向のこのオフセットを通
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して、主パッキン３１は、雄型結合要素２を雌型結合要素１１内に収容するための容積を
直接、半径方向に横たわっている。主パッキン３１は、雄型結合要素２の周りで半径方向
に収縮し、外側半径方向面３と内側半径方向で接触し、前端４から距離を置いて雄型結合
要素２の後方に向かう。前端４からの距離は、長手軸線Ｘ１１に沿った前方スポット面５
５の深さに対応する。主パッキン３１は、よって、研磨バリのリスクが前端４においてよ
りも低い軸方向位置で雄型結合要素２と接触する。この接触は、主パッキン３１の完全性
を保持する。
【００７０】
　図２に示すように、ひとたびプランジャリング５１が主パッキン３１を渡ってオフセッ
トされると、プランジャリング５１の前部カラー５２は、作動ボール１８に長手方向で接
触する。そのとき、作動ボール１８は、記録リング６１の内側溝６５に対して後ろ向きに
当接している。そのために、長手方向距離Ｌ１は、長手方向距離Ｌ２以下である。長手方
向距離Ｌ１は、非連結構成のとき、長手軸線Ｘ１１に平行に測定された長さで、プランジ
ャリング５１の前端１２と、主ハウジング１５の後方軸壁８３を形成する嵌合リング８１
の前端との間の距離である。長手方向距離Ｌ２は、非連結構成のとき、長手軸線Ｘ１１に
平行に測定された長さで、内側溝６５に後ろに向かって当接している作動ボール１８と、
前部カラー５２の接触面５８との間の距離である。
【００７１】
　プランジャリング５１を雌型体２１の後方に引き込む雄型結合要素２の継続的な嵌合運
動は、作動ボール１８による、雌型体２１に対する記憶リング６１の後方への駆動にもつ
ながる。実際、プランジャリング５１の後方への引き込み運動は、作動ボール１８を接触
面５８と接触面７０との間に軸線方向に挿入するように動かすことになる。作動ボール１
８の接触面５８と接触面７０との間へに接触するこの配置に際して、プランジャリング５
１は、雌型体２１の後方に向かう動きにおいて記憶リング６１に軸方向に固定される。よ
って、作動ボール１８は、プランジャの引き込み運動を、記憶リング６１を記録リングの
引き込み位置に向かって動かすべく記憶リング６１に伝達する手段を形成する。図３では
、記憶リング６１は引き込み位置にある。作動ボール１８は、プランジャリング５１の引
き込み運動の記憶リング６１への伝達を小さな半径方向の値で確実にし、記憶６１と押し
５１リングの組み立てを、雌型体２１の中間体３１の両側にて容易にする。
【００７２】
　前部カラー５２、細長ハウジング１９、及び内側溝６５は、プランジャリング５１に、
非連結構成から記憶リング６１に対する長手方向の移動の可能性を与えるように構成され
る。よって、非結合構成から、雄型結合要素２の嵌合する動きの間、記憶リング６１が前
進位置に留まり、プランジャリング５１が最初に後方に向かって移動する運動シーケンス
が得られる。記憶リング６１の動きは２番目になってはじめて生じる。
【００７３】
　雌型体２１に対する記憶リング６１の後方への移動は、環状内側リング６３に形成され
た前方軸方向壁６９により、主パッキン３１を後方に駆動する。主パッキン３１は、それ
から、傾斜した内面３０のレベルまで、そして、後方に向かうにつれて、中間体２３によ
って半径方向に囲まれかつ把持されるように、内側半径方向面１４へと軸方向に移動する
。これにより、主パッキン３１が後方に向かうにつれて、主パッキン３１は半径方向にわ
ずかに平らになる。環状内側リング６３は、その後、中間体２３に部分的に係合する。記
憶リング６１の作用下で、嵌合リング８１が、傾斜した内部面３０に対して軸線方向で後
方にオフセットするように、主パッキン３１は、嵌合リング８１を、バネ７３に抗して軸
線方向後方に押し戻す。好ましくは、嵌合リング８１は、その後、その全長にわたって半
径方向内側被覆面１４によって半径方向に囲まれる。嵌合リング８１は、図２と図３とを
比較することにより分かるように、そのばね７３に抗して後方に移動することにより、主
パッキン３１に割り当てられた主ハウジング１５の軸方向長さを収容する。雌型結合要素
１１の主ハウジング１５は、したがって、雌型結合要素１１の非結合構成と結合構成との
間の雌型体２１の寸法及び位置の両方について、変化可能である。結合構成では、主パッ
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キン３１は、雄型結合要素２と雌型結合要素１１の雌型体２１との間に密封を提供する。
【００７４】
　図３及び図７に示すように、記憶リング６１がプランジャリング５１の作用下で引き込
み位置に向かって後方にオフセットされると、記憶リング６１の停止面５０は、長手方向
において記憶リング６１の停止面４６と、半径方向Ｒ１１においてボルト４１の保持面３
９を横切って、記憶リング６１の停止面５０とに対してオフセットされる。記憶リング６
１の引き込み位置で得られる停止面４６及び停止面５０のオフセットは、ボルト４１がそ
の保持位置４２に向かって移動することを可能にし、その結果、ボルト４１はその２つの
ばね４９によって保持位置に向かって押し戻される。すなわち、ここでは、雌型体２１に
対して押し込まれにくい位置である。この引き込み位置では、記憶リング６１は、ばね４
９の作用下で、ボルト４１の保持位置への移動を許可する。結合構成では、記憶リング６
１は引き込み位置にあり、ボルト４１は保持位置４２にある。
【００７５】
　記憶リング６１の引き込み位置は、プランジャリング５１が、雌型体２１に対して、図
３に示すように長手軸線Ｘ１１に平行に後方位置にあるときに、得られる。よって、プラ
ンジャリング５１の後方位置に向かう移動状態にあるプランジャリング５１は、記憶リン
グ６１をその引き込み位置に駆動する。この後方位置では、プランジャリング５１は、作
動ボール１８によって記憶リング６１に対して後方に当接する。結合構成では、プランジ
ャリング５１は後方位置にある。
【００７６】
　ボルト４１の保持位置では、固定面４５ａ及び４５ｂは、雄型結合要素２、特にその半
径方向外面３と協働する位置にある。各固定面４５ａ、４５ｂは、半径方向外面３と局所
的に協働する。ボルト４１は、それゆえ、開口部４４において、ボルト４１に対する雄型
結合要素２の長手方向の保持を発揮する。上記の特定の向きにより、固定面４５ａ及び４
５ｂは、雌型体２１内にある雄型結合要素２の保持のためのコーナーを形成する。雄型結
合要素２と、雌型体２１との両方は、半径方向軸Ｒ１１と長手方向軸線Ｘ１１とに沿って
いる。固定面４５ａ及び４５ｂは、特に雄型結合要素２が銅又は真鍮から作られている場
合、雄型結合要素２に固定される。
【００７７】
　図３及び図８に示すように、この保持位置では、ボルト４１の２つの保持面３９は、横
方向において、記憶リング６１の停止面５０と向かい合っている。保持位置において、ボ
ルトの保持面３９は、記憶リング６１の停止面５０から横方向に距離を置いて配置され、
ボルト４１は、固定面４５ａ、４５ｂによって雄型結合要素２に対して横方向に当接する
。保持位置において、結合構成では、記憶リング６１上のボルト４１の半径方向の当接に
より、固定面４５ａ、４５ｂによる雄型結合要素２の変形の制限が可能になる。
【００７８】
　長手方向軸線Ｘ１１に沿って測定される長手方向距離Ｌ３が定義され、これは、中間体
２３についての前方軸方向壁６９による移動距離である。この距離は、雌体２１の内側半
径方向被覆面１４による主パッキン３１の被覆のためである。言い換えると、それは、前
方軸方向壁６９が、記憶リング６１によって、特に内側環状リング６３によって、内側半
径方向被覆面１４の前端に到達するまで、前進位置から後部に向かって移動する長手方向
距離である。半径方向被覆面１４の前端は、内側半径方向被覆面１４と傾斜内面３０との
間の接合部にある。最大で、この長手方向距離Ｌ３は、前進位置と引き込み位置との間で
中間体２３について、記憶リング６１が、特に内側環状リング６３が移動した距離に等し
い。この長手方向の距離Ｌ３は、好ましくは、雌型結合要素１１が非結合構成にあるとき
に、一方で主ハウジング１５前方軸方向壁６９と、他方で中間体２３の内部半径方向被覆
面１４の前端との間の、長手方向軸線Ｘ１１に沿って測定される、長手方向の距離に等し
い。
【００７９】
　長手方向軸線Ｘ１１に沿って測定される長手方向距離Ｌ４が定義され、これは、非結合
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構成におけるボルト４１の停止面４６と記憶リング６１の停止面５０との間の長手方向の
係合長さである。記憶リング６１が長手方向距離Ｌ４で引き込むと、ボルト４１は、解放
位置にある記憶リング６１に保持された構成から、ボルト４１が保持位置４２に向かって
移動できる構成に移行する。
【００８０】
　非結合構成と結合構成の間では、長手方向距離ＬＳが長手方向距離Ｌ４より短いという
ことにより、ボルト４１の固定面４５ａ及び４５ｂが雄型結合要素２と協働する前後で、
密封が、雌型体２１と、雌型体２１内に嵌められた雄型結合要素２との間で保証される。
【００８１】
　前方位置と後方位置との間のプランジャリング５１の軸方向の移動全体を通して、パッ
キン３２と３３はプランジャリング５１と中間体２３の間に半径方向に挿入されたままで
ある。
【００８２】
　結合された構成に到達すると、操作者は、雌型結合要素１１に嵌合及び固定された雄型
結合要素２を解放可能である。雄型結合要素２が解放されると、記憶リング６１と、作動
ボールと、プランジャリング５１と、雄型結合要素２とを備える組立体は、ボルト４１が
前部体２２に対して前方方向に当接するまで、雌型体２１に対して前方方向に押し戻され
る。これにより、雌型体２１に形成されているボルトハウジング２６内のボルト４１の軸
方向の遊びの反作用が得られる。ボルト４１の固定面４５ａ及び４５ｂは、雄型結合要素
２の外側半径方向表面３に固定され、雄型結合要素２をボルト４１に対して、したがって
、雌型体２１に対して長手方向軸線Ｘ１１に沿って、維持する。ボルト４１の保持位置に
おいて、ボルト４１の固定面４５ａ及び４５ｂは、雌型結合要素１１内の雄型結合要素２
を収容する容積内に部分的に延在するように、長手方向軸線Ｘ１１に近づけられる。リザ
ーバの充填は、それから、チャネル９９から、後部体２４と、プランジャ５１と、雄型結
合要素２とによって形成される内側チャネル２９の一部を通って、図３に示す矢印Ｆ３に
沿って、連続して行われてもよい。
【００８３】
　明確に、結合構成での配置は、自動的になされる。それは、記憶リング６１の移動によ
り、雄型結合要素２の雌型体２１への縦方向の挿入運動が、ボルト４１による雄型結合要
素２の固定を自動的に引き起こすからである。結合している位置は、操作者に視覚で容易
に識別可能である。それは、ボルト４１の保持位置が、ここではボルト４１の解放位置よ
りも押し込まれていないので、継手１の外側から可視であるからである。
【００８４】
　さらに、結合構成で雄型結合要素２の固定を保証するボルト４１が半径方向の摺動を使
用するので、雌型結合要素１１は、口２５から、雄型結合要素２を収容するための容積を
画定する。この容積は、特に特許文献１に比べて長手方向のサイズが小さくなっている。
したがって、記憶リング６１とともに移動する主パッキン３１は、雄型結合要素２の半径
方向外側表面３をかきとる長手方向の距離が、したがって相対的に減少する。
【００８５】
　プランジャリング５１の形態をとるプランジャの使用は、雌型体２１の細長ハウジング
１９の両側を密封し、主パッキン３１による雌型体２１と雄型結合要素２の間の直接的な
密封を確実にすることを可能にする。
【００８６】
　継手１の結合を解除するには、すなわち、雄型結合要素２がボルト４１によって固定さ
れている間、結合構成から非連結構成に移動する、ということであり、操作者は、ボルト
４１を作動させて、ばね４９に対する解除位置から移行する、すなわち、ここでは、外面
４３を押すことによる。ばね４９に対するボルト４１の移動は、軸Ｒ１１に沿った前部体
２２に対するボルト４１の作動部４２の当接によって制限されている。ボルト４１は解放
位置４２にあり、固定面４５ａ、４５ｂは雄型結合要素２と接触した状態にあり、前記雄
型結合要素２は、長手方向軸線Ｘ１１に沿って後方に移動させつつ、雌型結合要素１１か
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ら取り外し可能であるように、雌型結合要素１１の雄型結合要素２の収容容積の外側に移
動されている。プランジャリング５１は、雄型結合要素２の引出し移動に追従して半径方
向に主パッキン３１と長手方向の中心軸線Ｘ１１との間に挿入された状態になる。好まし
くは、プランジャリング５１の前端１２にて、外側半径方向面５７は、外側伸張面５９を
形成する。外側伸長面５９は、プランジャリング５１が前進位置に向かって移動している
間に主パッキン３１をプランジャリングの周りに徐々に伸ばすために、前方に向かって収
束する傾斜形状を有するものである。
【００８７】
　ばね７２の作用下で、記憶リング６１は、雌型体２１に当接するまで、すなわち前進位
置に到達するまで、前方に押し戻される。記憶リング６１がこの位置に到達すると、記憶
リング６１の停止面５０は、半径方向軸Ｒ１１に沿ってボルトの停止面４６と向かい合う
。
【００８８】
　操作者が次にボルト４１を解放すると、ボルト４１はばね４９により押し戻される。ボ
ルト４１は、ボルト４１の停止面４６と記憶リング６１の停止面５０との協働により、こ
こでは押し込まれた解放位置４２に保持される。もし結合をもって再度作業を進める場合
は、プランジャリング５１は、前進位置にあって、雌型体２１内の雄型結合要素２の吸入
容積において、口２５の近くに延在する。図１に示す非結合構成に到達する。より一般的
には、雌型結合要素１１は、別の自動結合の準備ができている。
【００８９】
　雌型結合要素１１を製造するために、好ましくは、以下の連続するステップを備える方
法が実施される。
　前部体２２に２つのボルトスプリング４９とボルト４１を組み立てる。
　補助パッキン３２を中間体２３の溝１６に導入する。
　中間体２３の後端により、中間体２３にプランジャリング５１を係合する。
　中間体２３とプランジャリング５１の間に嵌合リング８１とばね７３を導入する。
　プランジャリング５１の外側の延伸表面５９の周りに主パッキン３１を延伸しながら、
プランジャリング５１の周りに主パッキン３１を配置する。
　環状内側リング６３と外側リング６２を組み立てた後、中間体２３の周りにばね７２と
記憶リング６１を配置する。
　長手方向軸線Ｘ１１の周りで中間体２３に対して記憶リング６１を回転させることによ
り、組み立てオリフィス６６を介して各作動ボール１８をそれぞれの細長ハウジング１９
に導入する。
　記憶リング６１が前部体２２に当接して配置されるまで、ボルト４１を解放位置に保ち
ながら、ボルト４１の長手方向の指標スロット４７に指標タング６７を係合することによ
り、前の手順で得られたアセンブリを、前部体２２において組み立てる。
　プランジャリング５１の後部カラー５３に当接するプランジャリング５１のスプリング
７１を組み立てる。
　補助パッキン３３を後部体２４の溝１７に配置する。
　後部体２４が前部体２２に対して前方に当接するまで後部体２４の前端部を前部体２２
の後端部にねじ込み、中間体２３を前部体２２と後部体２４との間に軸方向に挟む。
【００９０】
　図示されていない変形例では、プランジャリング５１と記憶リング６１の間に介在する
作動ボール１８に替えて、記憶リング６１及び／又はプランジャリング５１に固定された
ピンを設けてもよい。
【００９１】
　図示されていない変形例では、停止面４６及び５０、また、ここでは平坦であり、横方
向に表面の形態で互いに協働する保持面３９に替えて、同じ効果を得るべく周期的又は線
形的な協働を提供してもよい。
【００９２】
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　図示されていない変形例では、前方軸方向壁６９及び／又は後方軸方向壁８３は、長手
方向軸線Ｘ１１に直交する平面に対して傾斜している。
【００９３】
　流体継手１０１の第２の実施形態を図１３から図１７に示す。この流体継手１０１は、
図に示し以下に説明する違いを除いて、図１から図１２に示す流体継手１と同一である。
同じ用語が両方の実施形態に使用される。同様の特徴は、両方の実施形態について同様の
参照符号によって識別される。第２の実施形態の場合、異なるが同じ機能を実行する特徴
は、第１の実施形態に対して値に１００加えた参照符号によって識別される。
【００９４】
　図１３及び図１４に示されるように、流体継手１０１では、雌継手要素１１１において
、プランジャリング１５１は記憶リング１６１にしっかりと固定される。そのために、単
一部品を形成するプランジャリング１５１及び記憶リング１６１が示されている。変形例
では、プランジャリング１５１及び記憶リング１６１は、互いにしっかりと固定されたい
くつかの部品のセットを形成しつつ、しっかりと固定可能である。図１３及び図１４に示
すように、単一のばね１７２は、記憶リング１６１及びプランジャリング１５１を備える
固定された組立体を押している。記憶リング１６１及びプランジャリング１５１は、中間
体１２３を半径方向にわたって配置されている１つ又はいくつかの細長ハウジング１１９
にて、中間体１２３を半径方向に通過することにより接続される。プランジャリング１５
１は、したがって、長手方向軸線Ｘ１１に沿って、記憶リング１６１に対する相対移動す
ることはない。記憶リング１６１の前進位置では、プランジャリング５１は、前方位置に
ある。そして、記憶リング１６１の引き込み位置では、プランジャリング５１は後方位置
にある。
【００９５】
　プランジャリング１５１の長手方向の肩部１５６は、プランジャリング１５１の前端１
１２に配置されていて、肩部１５６は、雄型結合要素２と協働し、肩部１５６により、雄
型結合要素２は、プランジャリング１５１と記憶リング１６１を押し戻す。
【００９６】
　この第２の実施形態では、主パッキン３１は、雌型体１２１の中間体１２３に配置され
た主ハウジング１１５に収容されている。この第２の実施形態では、主パッキン３１は、
したがって、雌型体１２１に対して動かない。特に、プランジャリング１５１は、雄型結
合要素２の前端部４と主パッキン３１との間の境界面の役割は果たさない。
【００９７】
　この第２の実施形態では、図１３から図１７に示すように、ボルト１４１は、ボルトを
保持位置に押し戻す反発手段を備えた単一部品に形成されている。ここで、反発手段は、
ボルト１４１の可撓性部分１４９によって形成され、当該可撓性部分は、雌型体１２１に
属する前部体１２２上に支えられている。
【００９８】
　記憶リング１６１は、雌型体１２１に横方向に固定され、雌型体１２１の長手方向軸線
Ｘ１１に沿って前進位置と引き込み位置との間で移動可能である。前進位置は、長手方向
軸線Ｘ１１について、記憶リング１６１半径方向にボルト１４１と協働することで、ボル
ト１４１を解除位置に維持する位置である。引き込み位置は、記憶リングがボルト１４１
の保持位置への移動を許容し、プランジャ１５１が前方位置から後方位置へ雄型結合要素
２によって動かされるとき、プランジャ１５１は記憶リング１６１を引き込み位置へ駆動
する位置である。
ばね１７２は、記憶リング１６１をその前進位置に向かって戻す。
【００９９】
　上記の実施形態及び変形の１つの各特徴は、技術的に可能な限り、上記の任意の他の実
施形態又は変形に包含されてもよい。
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